































Two tapes of National Geography Curriculum, in Terms of Geographical Basic Concepts ; 
























































































3	 Geography	Education	Standards	Project（ed.）（1994）:	Geography for life : National Geography Standards 1994,	National	
Geographic	Society,	Washington,	272p.	Qualifications	and	Curriculum	Authority（2007）:	Geography; Programme of study for 





















































: the National Curriculum for England. Key Stage 1-3，HMSO，London，44p.	



























































































































































*	L: 香港、	N: 中国（国内）、	R: アジア太平洋（域内）、	G: 地球。　
（ア）:1998年版（旧版）単元内容をほぼ維持。（イ）: 複数の旧版単元内容を結合。（ウ）: 旧版単元内容一部を焦点化・新規拡充。






































































































































私たちの街の問題に目を向ける（都市問題） 上海 /香港 /広州 8
私たちの工場はどこに移動しているのか？（工業の位置） 中国南部 8









多すぎる水（水循環と洪水） 中国 /バングラディシュ 7
広がる砂漠を抑える（乾燥環境と砂漠化） 中国 /サハラ 6
不安定な地球（プレートテクトニクス、地震、火山） 日本 /メキシコ 6




資源と開発 熱帯雨林を守る（自然植物） 南アメリカ /東南アジア 9
大洋における問題（海洋資源） アジア太平洋 9
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第 5 表　中学校段階の地理カリキュラムにみられる地理基本概念に関わる内容の比較  （筆者作成）
段階 * 香港2010年版 英2007年版 米スタンダード1994年版
シンガポール
2006年版 平成20（2008）年版































































































































































































象を五大テーマを中心に理解させるものである。Ted	Henson（1997）：Geography of United States-Teaching the Five Themes-，
Instructional	Fair・TS	Denison	Grand	Rapids，Michigan.
地理的基本概念からみる地理カリキュラムにおける 2つの類型
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と、各単元などを想定した授業展開レベルにおいてそ
の役割を担う地理的基本概念ⅲ）の両文脈に分けて捉
えられる。また第4図の下部は、TD型と BU型におけ
る地理的基本概念ⅰ）としての特徴、地理的基本概念
ⅱ）ⅲ）としての特徴、そして双方の関連性を示す。
TD型の特徴は、内容知となる地理カリキュラム全
体（全単元）の内容構成において明示的なねらいとな
り、そのトップダウンによって、下位の地理的事象と
その意味が構成され、主題的・系統地理的な内容のま
とまり自体も重くみられるため、様々な地域規模で仕
切る環境拡大的構成の枠組みを一律的に意図しない。
方法知には、米スタンダードの二つのエレメントやGP
のように、内容知に繋がって構造的・顕在的に示され
る。また英2007年版のように、地理的基本概念に内容
知に方法知が加わって融合され、双方の知が概ね一体
的に扱われる。
BU型の特徴は、地理カリキュラム全体（全単元）
の内容構成の中心に地理的基本概念を明示的におくよ
りも、様々な地域規模で大きく仕切る環境拡大的構成
の枠組みを中心的な規範にし、その中で内容知となる
地理的事象の知識理解からボトムアップ的に潜在的な
地理的基本概念の理解に迫る。方法知では、我が国の
地理的見方・考え方や、香港2007年版の説明の無いGP
のように、方法知となる地理的基本概念の概念的知識
が内容知と分離的に扱われ、その具体的な活用性より
も、各単元などの内容のまとまりを想定して理念的・
潜在的に示される。
以上のTD型と BU型の検討に付随して、我が国の
地理的見方・考え方や内容知と方法知の議論における
新たな知見は、以下のように見いだされる。
吉田（2011a）によれば、五大テーマは米スタンダー
ドの四つのエレメントも加え、内容知となる全単元の
内容構成上の中心概念となる。残る二つのエレメント
は、シンガ2006年版「環境への理解」とともに方法知
として内容構成上の中心概念となる。このことを踏ま
えると、従来、方法知にみなされることの多かった我
が国の地理的見方・考え方は、澁澤（1994）や中山
（2009）等によって米スタンダードの土台となった五大
テーマに相当するとみなされてきたが、これまで十分
に着目されてこなかった米スタンダードのGPの方が、
むしろ方法知として、「空間」「生態（あるいは環境）」
などの地理的基本概念の概念的知識を活用する手続き
的知識となり、地理的見方・考え方に相当すると考え
られる。
また、「地理的基本概念＝地理カリキュラム全体（全
単元）の内容構成上の中心概念＝内容知となる地理的
基本概念ⅰ）か、方法知となる地理的基本概念ⅱ）」、
あるいは「地理的基本概念＝各単元などの内容のまと
まりを想定した授業展開上の地理的見方・考え方＝方
法知となる地理的基本概念ⅲ）」といった識別によっ
て、地理的基本概念の役割は見分けられる。これに従
い、本稿で取り上げた各国地理カリキュラムをやや細
かくみると、五大テーマは地理的基本概念ⅰ）、米スタ
ンダードのエレメントとシンガ2006年版は地理的基本
概念ⅰ）とⅱ）の連結型、米スタンダードと香港2010
年版の GPは地理的基本概念ⅲ）、英2007年版は地理的
基本概念ⅰ）とⅲ）の一体型、香港2010年版と我が国
は地理的基本概念ⅰ）とⅲ）の分離型となる。このよ
うな識別の方法は、大枠としてのTD型と BU型の特
徴に照らしながら、地理カリキュラムや地理学習にお
ける内容知や方法知を吟味するための有力な分析ツー
ルに成り得る。
さらに、地理的基本概念ⅲ）となる我が国の地理的
見方・考え方の議論の多くは、従来の地誌的な学習の
枠組みが重視されてきた経緯もあり、地理的基本概念
ⅰ）ⅱ）ⅲ）の混在や同一視の基になされ、とくに地
理的基本概念ⅰ）とⅱ）の役割について十分に掘り下
げて議論されてこなかったと指摘できる。この点の議
論の深化は、例えば、地誌的、主題的、系統地理的と
いったアプローチの差異は問わず、地理的基本概念の
役割の明確化に伴って、地理的見方・考え方の用語を
不要とする方向に進んだ場合、我が国の地理教育研究
において、地理カリキュラムや地理学習のパラダイム
転換をもたらす可能性を秘めている。
5 ．むすび
岩田（2006）による米英のグローバルスタンダード
化の指摘や、米スタンダードの国際的な認知度を考え
ると、我が国においても香港の変容やTD型の特徴な
どを参考に、明示的で構造的な地理的基本概念を内容
知と方法知に示す方向の検討が必要となろう。それと
同時に我が国の独自性を追究する議論もできる。
例えば、平成20年版の地誌的な学習によって地域規
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模で大きく仕切る馴染みのある内容構成に戻ったわけ
であるが、平成10年版では地域規模に応じた調査の学
習に関わる授業展開上の規範が複雑となり、それが上
手く伝わらなかった恐れがある。いずれにしても地理
的基本概念の理念的な埋没は、具体的かつ系統的な地
理的見方・考え方の育成を不明瞭にさせてしまう。他
方で、授業展開上の課題に、大杉（2002）による地理
的見方・考え方によって認識の広がりだけが保障され
るとの見方もあるが、例えば、内容知となる地理的基
本概念ⅰ）に基づき、質的な深まりが求められる地理
的事象を用意すれば、学習経験の蓄積を通して、方法
知となる地理的基本概念の活用も高度化していくはず
であり、その結果、深い地理的認識が形成されていく。
重要な点は、内容知と方法知における地理的基本概
念の明確化とその授業構成の組織性を高めることにあ
る。双方の知のバランスに配慮する必要もあるが、そ
れによって広くみれば、我が国の教育方法的な課題と
なる習得・活用・探究の過程や、あるいは概念的知識
の獲得の促進にも繋がる。
最後に前章でも指摘したが、地理カリキュラムにお
ける地理的基本概念の役割に関する議論の深化は、地
理カリキュラムや地理学習のパラダイム転換をもたら
す可能性のある重要な課題であり、社会科教育との議
論や、「米スタンダードの波及」が広く見込まれる諸外
国の地理カリキュラムの動向も踏まえながら、その検
討を急いで進めていく必要がある。
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